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境にした 4 つの温度領域における破壊のき裂発生および伝ぱ過程を解明し 粒界セメンタイトは最も
低温側の遷移域のき裂発生に関与し 粒内の層状または球状セメンタイトのき裂の成長と伝ぱは他の
遷移領域の破壊に大きな役割を果たす。またパーライトコロニーの破壊挙動からセメンタイトの破壊
応力を推定し，種々なセメンタイトの形状と破壊応力との関係を検討して炭素鋼の機械的性質を高く
するための熱処理法に有効な指針を与えている。
以上のように本論文は低炭素鋼から過共析鋼にわたり低温破壊におけるセメンタイトの役割を研究
して多くの新しい知見を得ており 金属材料学の発展ならびに工業上貢献するところが大きい。依っ
て本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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